
●倉吉博物館 ●倉吉ブックセンター
●今井書店（倉吉店、パープルタウン店、吉成店、
　　　　　湖山店、本の学校、錦町店）
●朝倉書店（北栄町）

販売場所

●倉吉市制施行 ●インフラ整備が進む
●琴櫻関、横綱に
●さようなら国鉄倉吉線
●フルーツコレクション倉吉’93
●関金町と合併 ●鳥取県中部地震
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第４回市議会で市き章が制定された（昭和29年３月11日）

倉吉市制実施祝賀式（昭和28年10月１日）

市制施行時の市庁舎（昭和28年）

灘手村全域と合併し記念式典が行われた（昭和30年５月１日）

灘手村合併を祝う小中学生約400人の旗行列（昭和30年５月１日）

　倉吉には古代から国庁や国分寺などが置かれ、伯耆国の政治の中心でした。江戸時代は鳥取藩の陣屋を中心に町が成立、商工業都市として栄えました。明治22（1889）年の町村制施行により、倉吉町が発足します。昭和４年に上灘村、昭和26年に小鴨村編入合併を経て、昭和28（1953）年に倉吉町と西郷村、上井町、上小鴨村、社村、上北条村、北谷村、高城村、および灘手村の一部が合併して、倉吉市が誕生しました。当時の面積は165.74㎢、人口49,677人で山陰地方第６位の都市となりました。

合併を祝して、パレードなど祝賀行事が行われた

岸田日出刀・丹下健三設計による新市庁舎の落成式（昭和31年12月２日）
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倉吉市総務部企画課 〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　　
TEL：0858-22-8161  FAX：0858-22-8144kouhou@city.kurayoshi . lg .jp
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